
平成３０年６月３０日 静岡看護専門学校 
看護のこころをつなぐ式   

～Ｎｉｇｈｔｉｎｇａｌｅ Ｃｅｒｅｍｏｎｙ２０１８～              
これは、平成１６年度まで本校でも行われていた「戴帽式」の精神を引き継ぐととも

に、毎年７月上旬から実習病院において、より実践的かつ本格的な臨地実習が始まる

２年次生を、教員、保護者、１・３年次生が送り出すセレモニーです。 
２年次生が今一度「ナイチンゲールの看護のこころ」を再確認し、看護師目指した

入学時の「初心」に帰るとともに、強い意志をもって臨地実習という難関を乗越えて

もらいたい、との保護者の皆様や教員たちの思いを伝える機会として昨年より開催 
しています。                    



当日は、３学年の学生１２０余名と２年生保護者、教員、学校職員など約１９０人が 
参加して、キャンドルサービスなどのセレモニーが厳かに行われました。 
セレモニーの終盤に差し掛かったとき、病院実習へ臨む２年生へのエールとして 
３年生からサプライズで合唱による歌がプレゼントされるなど、看護学生同士の絆が 
感じられる心あたたまる式典となりました。                           
セレモニー終了後は、学生・保護者・ 
教員等で懇談会が行われ、和やかな 
雰囲気に包まれました。 
実習に向けて互いに励ましあう学生の姿が印象的でした。 


